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玉，緒言

　ジル コ ン酸チタ ン酸鉛 （Pb（Zre．sr，li。47）（％，
　 pzr と略記）薄膜は，高い 圧 電特性を示 し，マ イク ロ ア

クチュ エ ータ材料として 注目され，薄膜の 作製 ・評価か ら微細加工法まで盛んに研究されて い る．

PZT 薄膜の マ イクロ ア クチ ュ エ ータへ の応 用として は，まずゾル
ー
ゲル法や レ

ー一ザー．一
アブ レ

…
シ

ョ ン法等の 成膜方法を用い て ，Pt，TifSiO2！Si 基板の ．i二に pzT 薄膜を作製す る必要が ある．一
般に、

ゾル
ー一ゲル法や MoCVD 等の化学的な方法で PtlliS．　i（ゐ！Si の基板上 に作製した pzr 薄膜は（111）あ

るいは（100）画の優先配向を示す．pZr 薄膜の 優先配向の 形成メカニ ズム につ い て は，（100）優先配

向は PZI
’
fPt界面で の PbO 結晶の生成に起1大1し，（111）優先配向は PZT／R 界面での RyPb とい う金

属間化 合物の 生成に起因する と提案され たが 、こ の よ うな 中間化合物が実際に存在するか どうか

透過電子顕微鏡観察で確認する必要が ある．以上 の 理 由か ら，本研究では透過電子顕微鏡を用 い

て，pzr薄膜と電極金属 Ptの界面の微細組織を観察した．

2．実験方法

　（100）方位の n 型の シ リコ ン基板に熱酸化法で 1．8pm の厚さの Sio2を作製した後 その 上に ス

パ ッ タリング法で 5（inm 厚さの Tl と 150  の厚さの R を蒸着し Pt／Ti／Si（渥！Si 基板を作製した 。 ソ

ル
ーゲル法により P繃 ／S◎ 1Slの基板の 1：に 3μm 厚さの P− 「薄膜を作製 した．

作製 した試料 の 成攤 鬮 妾着剤で張 り合わせ ，そ こ か ら長 さ 3  厚 さ 1mm のサ ンプ丿レを切

り出 して ，O．lmm 以下まで 機械研摩 した後に，張 り合わせ の 中央部をディ ンプル グライ ンダ …
に

よ り 凹み を付けた。さらに，イオ ン ミ リン グ法で最終研磨を行 っ て，電子顕微鏡観察用のサンプ

ル とした。透過電子顕微鏡観察は 日立透過電子顕微鏡装置 IIF−2000 と H −9000UHR を用い て行っ た 。

3．実験結果と考察

　Fig．1 は pzT／  ！si（h1Si試料の 破断面形態を示 し，薄膜は均
一
の厚 さがあり，表面が平 らで，

柱状の組織を持つ 。PZT 薄膜の 断面の 微細組織は Fig．2 に 示され，　 PtiTl基板か ら薄膜の表面に成

長する ペ ロ ブス カイ ト相の 結晶粒となる．これは，塗膜後の アニ
ー

ル 中に，pzr 薄膜の ペ ロ ブス

カイ ト相の核生成 が pzr 薄膜と Pt との界面か ら始ま り，薄膜の法線方向にそっ て成長する こ とを

示唆する． Fig，3 は pz
’rfR の接合部の組織の 例 を示 し，界面に第二 相は観察されな い ．図中の

d の 領域の格子像を Fig．4 に示す．　 pz
’
R 界面では変質相や第二 相は存在しな く，両側の格子が繋

が っ て い る．PZT 薄膜の優先方位の形成メカニ ズム に つ い て は，（100）の配向は PZFk で の PbO 結
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Flg　l　 SEM 　lmage 　showmg 　a　cross　sectlon

through　the　PZTXPtrfi！S且0 ）

Flg　 2　TEM 】mage 　shoMng 　a　cros ∬ ect塾on

through　the　PZTIPげ：冂／SiQ

Fig　 3　TEM 　 lmage 〜howmg 　the　 lnterface

betw  n　thc　PZT 櫃

P：9　4HRIFM 　 lmage 　 showmg 　the 且n†erface

betw  n 　the　P7T 〆PI

晶の生成に起因し　（111）の配向は PZT／R て の Pt、　Pb とい う不安定化合物の 生成に起囚す ると提案

されたが　今回の観禦て，pzrR 界面て は PbO や 臥 Pb 相か観察されな い こ とか ら，ペ ロブスカ

イ ト相の 特足 の方位の 結晶粒の 〆L成は PbO や P院Pb 嬬の 第二 相に関係かない と考えられる

4　むすび

　透過 竜子顕微鏡を用 い ，ソル 　ケル 法によ り作製した圧電セ ラミ ッ クス P71 薄膜と基板の 界面

の 微細組織を観察 した　PZTIPt 界面ては PbO や R 、Pb 等の 第＿相か観察されな く，ペ ロ プスカイ

ト相の（m ）と（100）面の配向1生の形成は PbO や R ．Pb 等の第
一

帽に関係ない もの と考え られる
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